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ルハンス島(以下勝島と略す)において， りンパ球の浸潤を伴う勝島炎( insulitis) の存在すること
が報告されており，インスリン依存性糖尿病者におけるインスリン，グルカゴン両ホルモンの分泌低
下は，勝島炎の結果牌 A ， B両細胞の破壊が生じたためと考えられる。もしこの考えが妥当なものな
らば，牌 A ， B細胞以外の勝島構成細胞の反応も低下しているはずで、ある。このような観点より，勝





ドウ糖負荷 (0.5g /kg体重， i. v.) の後30分にインスリン負荷 (0.2~OA U/均体重， i. v.) を行ない，
高血糖および低血糖に対する血業HPP反応を検討した口血薬HPPは， 1251_ BPP (Bovine Pancreｭ






正常者の HPP値は，高血糖により，負荷前の54 ::1::17 (mean士 SEM) pg/me から 10分後に34 土 5 pg 
/me と低下した。インスリン静注後は，低血糖(最低血糖値25士 2 mg/d1 )に反応して， 60分時の57 士




低血糖に対するインスリン依存性糖尿病者の HPP反応は， インスリン非依存性糖尿病者に比べ， 105 
分， 120分の各採血時点で有意に低値であった (P<0.05) 。低血糖に対する HPP 反応を比較する指
標として HPP-Area(血糖が最初に40mg/d1 以下となった採血時点より 30分間の HPP反応曲線下の面
積)を定義し検討した。インスリン非依存性糖尿病者の HPP-Area (21630 ::I:: 4720pg ・ min/me) は，
正常者の HPP-Area (28490 ::I:: 4630pg ・ min/me )と差がなかったのに対し，インスリン依存性糖尿病
者の HPP-Area (7860 土 3030pg . m i n/ me) は，正常者，インスリン非依存性糖尿病者のいずれより
も有意に低値であった (P<0.005 ， P く 0.025) 。
今回の検討では，インスリン依存性糖尿病者の低血糖に対する HPP反応が，正常者，インスリン
非依存性糖尿病者のいずれよりも有意に低下していることが認められた。インスリン依存性糖尿病者





豚島抗体が，勝島構成細胞のすべて (A ， B, D, PP細胞)に一様に反応性を持つという事実は，今回
の成績を支持するものである。
〔総括〕
インスリン依存性糖尿病者では低血糖に対する HPP反応が著明に低下しており，牌 A ， B細胞機
能低下のみならずPP細胞機能低下も認められることを報告した。この成績は勝島の広汎な破壊が存
在することを意味し インスリン依存性糖尿病の進展に勝島炎が関与している可能性を示唆するもの
と考える。
論文の審査結果の要旨
本論文は，インスリン依存性糖尿病にわいては，勝島構成細胞のうち， B細胞だけでなくパンクレ
アティック・ポリペプチド分泌細胞 (P P細胞)の機能も低下していることを初めて見出し，この疾
患では，インスリン非依存性糖尿病と異なり，勝島の広範な破壊が存在することを示した。
本研究は，インスリン依存性糖尿病の発症，進展に勝島炎の関与する可能性を，勝内分泌機能(特
にパンクレアティックポリペプチド分泌能)の検討により明らかにした研究で，学位に値するものと
考える。
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